
代表取締役CEO 芦田 敏之

クリヤマホールディングス株式会社（東証第二部3355）



1

Ⅰ．2016年12月期決算概要

経営成績 P. 3

2016年度 売上高増減要因 P. 4

2016年度 営業利益増減要因 P. 5

北米事業の概況 P. 6
産業資材事業の概況 P. 7
建設資材事業の概況 P. 8
スポーツ施設資材事業の概況 P. 9
欧州事業の概況 P. 10
ホテル・その他事業の概況 P. 11
財政状態 P. 12
キャッシュ・フローの状況 P. 13

Ⅰ．2016年12月期決算概要

経営成績 P. 3

2016年度 売上高増減要因 P. 4

2016年度 営業利益増減要因 P. 5

北米事業の概況 P. 6
産業資材事業の概況 P. 7
建設資材事業の概況 P. 8
スポーツ施設資材事業の概況 P. 9
欧州事業の概況 P. 10
ホテル・その他事業の概況 P. 11
財政状態 P. 12
キャッシュ・フローの状況 P. 13

目 次目 次

Ⅱ．2017年度 業績見通し

業績見通し P. 15 

売上高増減要因 P. 16 

営業利益増減要因 P. 17

為替見通し P. 18

負債及び投資 P. 19

北米事業 P. 20

産業資材事業 P. 21

建設資材事業 P. 22

スポーツ施設資材事業 P. 23

欧州事業 P. 24

株主還元の概況 P.25

Ⅱ．2017年度 業績見通し

業績見通し P. 15 

売上高増減要因 P. 16 

営業利益増減要因 P. 17

為替見通し P. 18

負債及び投資 P. 19

北米事業 P. 20

産業資材事業 P. 21

建設資材事業 P. 22

スポーツ施設資材事業 P. 23

欧州事業 P. 24

株主還元の概況 P.25

【 注 意 事 項 】

・本資料に記載されている、クリヤマホールディングス株式会社の現在の計画、戦略などのうち、歴史的事実で
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経営成績経営成績

3

12.9％

売上高 営業利益
経常利益 当期利益
ROE

3,443
2,965 2,449

45,642 44,829

2016年度

（百万円）

1,988
2,286

1,566

7.9%

2015年度

・円高
・原油価格の下落

Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要
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2016年度 売上高増減要因2016年度 売上高増減要因２０１６年決算概要２０１６年決算概要

45,642 

△772

+455

+324

△185

△431

+1,662

+434

△2,472

2015年度

北米

産業(既存)

産業(SCR)

建設

スポーツ

欧州

欧州

(アルゼンチン)

為替

ホテル/その他/

調整額

2016年度

（百万円）

オリジナル商品販売堅調もその他商品販売減

中東等海外売上大幅減も
買収効果により大幅増

大型案件受注減

長崎大型客船１番船完工

カナダ市場堅調も米国シェールオイル

＆ガス、農業市場軟調により大幅下落

買収効果(当年度期首から連結取込)

ホテル事業堅調、中国事業回復基調

主に北米子会社の換算の影響

+172

44,829

㈱サンエー買収効果
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2016年度 営業利益増減要因2016年度 営業利益増減要因２０１６年決算概要２０１６年決算概要

2,965 

△181

+100

△715

△137

△27

△205

+146

+131 

△220

+131

2015年度

北米

産業(既存)

産業(SCR)

建設

スポーツ

欧州

欧州

(アルゼンチン)

為替（国内）

為替（海外）

ホテル/その他/

調整額

2016年度

売上減少、システム関連費用及び運搬費増加

物流関連費用増加も客船案件で増加

大型案件受注減

1,988

買収効果も、
海外販売大幅減及び人件費増

買収効果
(当年度期首から連結取込)

主に北米子会社の換算の影響

ホテル事業堅調、中国事業回復基調

㈱サンエー大幅赤字及びのれん償却費（131百万円）

主に調達メリット

売上減少及び組織変更に伴う経費負担増
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北米事業の概況北米事業の概況Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

売上高/営業利益の推移

（百万円）

期中平均

レート(1USD)

15/12 16/12

121.03円 109.44円

1,841 

1,484 

22,464 

19,518 

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

（現地通貨売上高）

前年比3.8％減収

● 為替換算影響額

（売上高影響額）

（営業利益影響額）

△2,152百万円

△176百万円

オイル＆ガス市場向け販売低迷に円高も影響

178百万USD

● 業界別売上高

20.5%

18.0%

17.6%
14.3%

9.4%

4.7%

4.7%

3.3%

1.2%

6.3%

下水・配管

食品・飲料

建築・土木

設備機器

農業

輸送車両

石油

鉱山

ガス

その他

売上高
（百万USD）

前年比

37 103%

32 96%

31 92%

26 103%

17 93%

8 100%

8 89%

6 92%

2 96%

11 82%

※ 北米事業は代理店販売がメインのため、エンドḘユーザーが実際に何に利用して
いるかを把握しづらい所があります。当社が見積もるところ、オイルガス市場向け売
上構成比は20％程あるものと考えております。

オイルガス市場向けホース

飲料ホース

配管ホース
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産業資材事業の概況産業資材事業の概況Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

売上高/営業利益の推移

（百万円）

646

34

9,248 

9,971 

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

● SCR事業損益

● 円高による営業利益影響額

+3百万円

㈱サンエーセグメント取込

（4QTのみ損益取込）

売上高
（百万円）

前年比

売上高 1,055 163%

営業利益 △810 ー

（のれん償却額） 131 ー

クリヤマ㈱にて尿素SCRタンク販売堅調
も、㈱サンエーの赤字（売上高7億28百
万円、営業利益△7億5百万円）及びの
れんの償却費等が影響

建機・農機向け部材

船舶関連資材

尿素SCRタンク

売上高
（百万円）

前年比

売上高 8,916 105%

営業利益 844 111%

既存事業堅調も㈱サンエー赤字大幅増
● SCR事業を除く既存事業損益

（既存事業内訳）

（百万円） 船舶事業 前年比 その他事業 前年比

売上高 1,528 125% 7,388 101%
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建設資材事業の概況建設資材事業の概況

● オリジナル商品/その他販売構成

Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

売上高/営業利益の推移

（百万円）

215
138

7,523 

7,337 

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

●円高による営業利益影響額

+60百万円

円高寄与も、価格競争激化等により減収・減益

売上高
（百万円）

前年比

2,968 98%

4,369 97%

40%60%
オリジナル商品

その他

● エコ＆セーフティーについて
環境、景観、リサイクル、バリアフリー、
安全・防災という観点から、人々の暮らしと
環境を守るタイルを扱っております。平成28
年3月に完成した京都駅八条口のデッキに
は、このシリーズの主力製品の一つである
磁器製セラミックタイル「グラセラ」採用され
ました。 京都駅八条口デッキ

ブレイルタイル
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スポーツ施設資材事業の概況スポーツ施設資材事業の概況Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

売上高/営業利益の推移

（百万円）

390
432

2,523 

2,091 

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

●円高による営業利益影響額

+68百万円

東京オリパラ仕様未決定もリオ関連受注有

31%

34%

20%

15% スーパーX

タラフレックス

モンドターフ

その他

● 商品販売構成 売上高
（百万円）

前年比

641 60%

720 95%

411 83%

319 346%

● 主たる物件

物件 商品 新設/改修

コカコーラウェストスポーツパーク
陸上競技場

スーパーＸ 改修

Vプレミアリーグ各種大会 タラフレックス 新設/改修

愛鷹広域公園都市 スーパーＸ 改修

タラフレックス スーパーX モンドターフ
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欧州事業の概況欧州事業の概況Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

売上高/営業利益の推移

（百万円）

382

279

3,871

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

2015年6月よりセグメント新設

当年度損益通期寄与及びアルゼンチン子会社連結取
込も、シェール・オイルガス関連、農業関連等低迷。円
高も影響。

2012

適用レート
(1EUR)

15/12 16/12

133.55円 120.63円

42%58% 消防

その他

● 業界別売上高（グループ売上除く）

売上高
（千EUR）

前年比

12,543 139%

17,417 91%

● 為替換算影響額
（現地通貨売上高）

（売上高影響額）

（営業利益影響額）

前年比106.9％増収
△265百万円

△44百万円

32百万EUR

消防用ホース／ノズル 農業関連ホース
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ホテル・その他事業の概況ホテル・その他事業の概況Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

ホテル売上高/営業利益の推移

（百万円）

212 291

783

2015年度 2016年度

営業利益

売上高

建機顧客の増産に伴い中国事業回復基調

690

その他売上高/営業利益の推移

0 21

1,256

2015年度 2016年度

営業利益

売上高 1,181

（百万円）

量的重要性が増したため、当年度から単独開示

中国事業
アウトドアスポーツ用品の販売



12

ＢＳの推移

現預金
5,915

負債
10,793

流動資産
19,067

有利子負債
12,042

株主資本
19,560

固定資産
17,455

非支配株主持分
43

現預金
6,401

負債
10,142

流動資産
18,120

有利子負債
11,234

株主資本
20,050

固定資産
16,951

非支配株主持分
45

（百万円）

財政状態財政状態

2015年末 2016年末

（株主資本の増減）

主要な指標 15/12 16/12

総資産（百万円） 42,438 41,472

自己資本比率 46.1% 48.3%

●円高の影響等により資産総額が
前年より9億65百万円減少
（前年比2.3％減少）

●有利子負債は北米での短期借入
金（運転資金）の減少等の影響で
前年より8億8百万円減少
（前年比6.7％減少）

19,560 20,050

1,566
829

354 107

15/12 当期利益 AOCI 配当 その他 16/12

●株主資本の増減
・AOCIの内、為替換算調整勘定の
増減△7億23百万円

※｢AOCI｣はその他の包括利益累計額
｢その他｣は連結範囲の変動に伴う利益剰余金の増加

△
△

Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要

42,438

41,472
△966



13

キャッシュ・フローの状況キャッシュ・フローの状況

796 

2,653 

2,640 

△ 651

△ 4,491

△ 1,719

639 

2,793 

△ 297△ 575

△ 1,326

△ 1,021

145 

△ 1,838

921

2014年度 2015年度 2016年度

営業CF 投資CF 財務CF

設備投資 FCF

（百万円）ＣＦの推移

投資会社 内容 金額（百万円）

KEC 買収対価未払 492

KOA TFC増資 246

KOA 生産設備増強 224

KCI 建屋の増築 221

㈱サンエー 生産設備増強 192

営業CF

財務CF

投資CF

配当金の支払 354百万円

借入金純増額 95百万円

買収したLGグループ業績寄与 2.2百万 EUR

Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要Ⅰ．２０１６年１２月期決算概要
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Ⅱ．2017年度 業績見通しⅡ．2017年度 業績見通し



業績見通し業績見通し

15

・原油価格の上昇による
シェール・オイル＆ガス市
場の回復期待

・トランプ相場による為替
の先行き不透明などを勘
案、緩やかな業績伸長を
見込む

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

44,829

47,000

1,988 2,100 
2,286 

2,400 

1,566 1,600 

7.9％
7.5％

売上高 営業利益
経常利益 当期利益
ROE

2017年度見通し2016年度

（百万円）
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売上高増減要因売上高増減要因

44,829 

+1,562

△290

+592

+442

+268

+371

△993

+219

2016年度

北米

産業(既存)

産業(SCR)

建設

スポーツ

欧州

為替

ホテル/その他/

調整額

2017年度

見通し

（百万円）

インフラ整備に伴うオリジナル商品販売増加

モンドターフ（人工芝）販売大幅増

建機農機堅調も長崎大型客船1番船剥落

シェールオイル&ガス市場回復

MONTURAブランド販売強化

主に北米子会社の換算の影響

グローバル展開の推進

47,000

尿素SCRシステム搭載乗用車への販売増

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し
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営業利益増減要因営業利益増減要因

1,988 

+51

△127

+263

△11

△20

+72

+63

△74 

△105

2016年度

北米

産業(既存)

産業(SCR)

建設

スポーツ

欧州

為替（国内）

為替（海外）

ホテル/その他/

調整額

2017年度

見通し

造船関連減少

大型案件受注減

海外販売増加

主に北米子会社の換算の影響

MONTURA東京基幹店出店

サンエー赤字圧縮

主に調達メリット

価格競争激化

2,100

建機農機堅調

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し



為替見通し為替見通し

18

USD

EUR

●北米事業損益換算

●産業資材販売/調達

●建設資材調達

●欧州事業損益換算

●スポーツ施設資材調達

●産業資材販売/調達

（主なインパクト）

（主なインパクト）

2016年実績 2017年実績
為替感応度（百万円）

売上高 営業利益

109.44 105.00 200 10

120.63 115.00 40 0

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し



負債及び投資負債及び投資

19

Ⅱ．２０１7年１２月期業績見通しⅡ．２０１7年１２月期業績見通し

12,042 
11,234 

12,159 

46.1%
48.3%

53.0%

2015 2016 2017

有利子負債（百万円）

自己資本比率（%）

1,326 

1,021 

2,119 

781 
994 

1,194 

38
136 136

2015 2016 2017

設備投資

減価償却費

のれん償却費

（百万円）

有利子負債及び自己資本比率の推移 設備投資及び減価償却費等の推移

投資会社 内容 金額（百万円）

PHP 建屋増築 611

㈱サンエー 設備増強 863

TIPSA 設備増強 234

調達/返済 内容 金額（百万円）

調達 借入金（純額） 1,317

返済 買収時未払金 392
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北米事業北米事業

売上高/営業利益の推移

（百万円）

期中平均

レート(1USD)

16/12 17/12

109.44円 105.00円

1,484 
1,565 

19,518 
20,243 

2016年度 2017年度見通し

営業利益

売上高

● 為替

△792百万円

△61百万円

円高の影響予想も、シェール・オイル＆ガ
ス市場回復期待

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

（現地通貨売上高）

193百万USD

（売上高影響額）

（営業利益影響額）

前年比8.3％増収

－ホース事業における製造・技術拠点としてグローバル事業展開を推進－－ホース事業における製造・技術拠点としてグローバル事業展開を推進－

① プロダクトアウトからマーケットインへシフト

② 成熟した北米市場から海外市場へ展開

●対処すべき課題

20.0%

17.9%

17.8%
14.2%

9.5%

4.9%

4.8%

3.3%

1.1%

6.5%

下水・配管

建築・土木

食品・飲料

設備機器

農業

輸送車両

石油

鉱山

ガス

その他

売上高
（百万USD）

前年比

38 106%

35 109%

34 107%

28 108%

18 110%

10 113%

9 112%

6 110%

2 97%

12 114%

●商品販売構成（見通し）



21

産業資材事業産業資材事業

売上高/営業利益の推移

（百万円）

34
179

9,971 

10,288 

2016年度 2017年度見通し

営業利益

売上高

サンエー赤字圧縮を想定

（百万円） 既存事業 前年比 SCR事業 前年比

売上高 8,564 96% 1,724 163%

営業利益 726 86% △547 Ḙ

－グローバルサプライヤーとしてのモノ作り機能とサービスの向上－－グローバルサプライヤーとしてのモノ作り機能とサービスの向上－

● 為替

期中平均販売レート 16/12 17/12

1USD 109.38円 105.00円

1EUR 119.01円 115.00円

期中平均調達レート 16/12 17/12

1USD 109.30円 105.00円

1EUR 121.58円 115.00円

●業績予想の内訳

●対処すべき課題

① ㈱サンエーの赤字脱却

（売上高影響額）

（営業利益影響額）

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

+23百万円

△12百万円

（百万円） 単体 前年比

売上高 1,292 178%

営業利益 △501 ー

② 品質・物流管理能力の向上

（既存事業内訳）

（百万円） 船舶事業 前年比 その他事業 前年比

売上高 1,214 79% 7,350 100%

※

※
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建設資材事業の概況建設資材事業の概況

① オリジナル商品販売の強化(構成比約50%へ)

売上高/営業利益の推移

（百万円）

138 152

7,337 

7,780 

2016年度 2017年度見通し

営業利益

売上高

需要拡大及び円高を見込み、増収増益

売上高
（百万円）

前年比

3,838 129%

3,942 90%

49%51%
オリジナル商品

その他

期中平均調達レート 16/12 17/12

1USD 109.68円 105.00円

● 為替

（営業利益影響額）

－商業施設・鉄道施設・道路等環境景観施設向け当社オリジナルブランド商品の拡販－－商業施設・鉄道施設・道路等環境景観施設向け当社オリジナルブランド商品の拡販－

●対処すべき課題

+25百万円

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

② 2020年に向けた都市のインフラ投資物件の
取込強化

③ 工事管理及び品質管理体制の整備と充実
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スポーツ施設資材事業スポーツ施設資材事業

売上高/営業利益の推移

（百万円）

432 440

2,091 
2,360 

2016年度 2017年度見通し

営業利益

売上高

新国立競技場仕様決定は今年夏頃が勝負

20%

28%29%

22% スーパーX

タラフレックス

モンドターフ

その他

●商品販売構成（見通し）
売上高見通し

（百万円）
前年比

475 74%

670 93%

685 166%

530 166%

－東京オリンピック・パラリンピックに向けた新設及び改修物件の受注確保－－東京オリンピック・パラリンピックに向けた新設及び改修物件の受注確保－

● 為替影響額

期中平均調達レート 16/12 17/12

1EUR 136.48円 115.00円

（営業利益影響額）
全国で始まる東京オリンピック・パラリンピック
関連設備需要取込

・新国立競技場陸上競技用トラック
（スーパーＸ）

●対処すべき課題

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

+28百万円
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欧州事業欧州事業

売上高/営業利益の推移

（百万円）

279 345

3,871 4,059 

2016年度 2017年度見通し

営業利益

売上高

適用レート
(1EUR)

16/12 17/12

120.63円 115.00円

－ゴムホース製造技術の共有化による相乗効果の最大化－－ゴムホース製造技術の共有化による相乗効果の最大化－

● 為替

（売上高影響額）

（営業利益影響額）

△183百万円

△13百万円

① 消防、鉱山、石油、灌漑、水関連産業の各業界への
更なる深耕

② MIL規格（Military Standard）を2017年度中に取得

●対処すべき課題

Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

38%62% 消防

その他

売上高
（千EUR）

前年比

12,595 100%

20,564 118%

● 業界別売上高見通し（グループ売上除く）

TIPSA買収を起点にクリヤマグループのグロー
バル展開が加速！
ホース製造技術の北米事業との共有化による
シナジー効果の最大化

③ 北米事業で培った製造技術や品質管理手法の取込

④ ロシア・アフリカ・中東・アジアへの新規顧客開拓の推
進
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株主還元の概況株主還元の概況Ⅱ．２０１７年１２月期業績見通しⅡ．２０１７年１２月期業績見通し

配当金

30 33 33 33

18.4 14.5
22.6

20.3

2014年 2015年 2016年 2017年（予測）

配当金（円） 配当性向（%）

基本方針：継続的・安定的配当を基本とし、配当性向及び内部留保を総合的に勘案

上場来（2004～2016）減配なし

その他

●配当性向

配当性向30％を目標

●自己株式取得

●株主優待制度

費用対効果の観点から、当面は実施予定なし。

2017年2月13日、当社普通株式792,300株を
取得価格＠1,765円（総額1,398,409,500円）で購入。
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Ⅲ．経営戦略Ⅲ．経営戦略
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基本戦略

2016年度の進捗度合い１

Ⅲ．経営戦略Ⅲ．経営戦略



♦タイガーフレックス社におけるライン増設

♦アルゼンチン子会社の設備投資
・北米、南米向けダブルジャケット・レイフラットホースの設備を導入

⇒南北アメリカ大陸におけるシェア拡大

♦㈱サンエーにおけるセンサーの量産

28

基本戦略

2016年度の進捗度合い１

Ⅲ．経営戦略Ⅲ．経営戦略

・タイガースポリマー社と共同で500万USDの増資

・2工場体制から規模の大きい1工場に移転・拡張

北 米 ＆ 欧 州

国 内
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基本戦略基本戦略

2016年度の進捗度合い１

安全品質環境管理室
OEMテクニカルセンターの設置

Ⅲ．経営戦略Ⅲ．経営戦略

北 米 & 欧 州

物流拠点の一部を㈱日立物流に委託

国 内

製品の安定供給・顧客要求への対応

南米・ロシア・アフリカ・中東・アジア・豪州
への展開
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基本戦略

2017年度の基本戦略2

Ⅲ．経営戦略Ⅲ．経営戦略



＜お問い合せ先＞

クリヤマホールディングス株式会社

経営企画部

E-Mail ： IR@kuriyama.co.jp
TEL 06-6305-5721
FAX 06-6305-5604

http://www.kuriyama-holdings.com/

ご清聴誠にありがとうございました。
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補足資料補足資料
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要約損益計算書要約損益計算書

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 利 益

金 額
2015/12

増減率百分比

（単位：百万円、％）

金 額 百分比

△1.8

△3.8

△32.9

△33.6

△36.0

為替

レート

米 国 $

カナダ$

ユーロ€

中 国 元

補足資料補足資料

2016/12

44,829

12,079

1,988

2,286

1,566

100.0

26.9

4.4

5.1

3.5

109.44円

82.63円

120.63円

16.42円

増減額

△813

△476

△976

△1,157

△882

△11.59円

△11.41円

△12.92円

△2.75円

△9.6
△12.1
△9.7

△14.3

45,642

12,555

2,965

3,443

2,449

100.0

27.5

6.5

7.5

5.4

121.03円

94.04円

133.55円

19.17円
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販売費・営業外損益等の概況販売費・営業外損益等の概況補足資料補足資料

１．販管費

①人件費

②販売手数料

③運賃荷造費

２．営業外損益

④為替差損益（差損△）

⑤持分法投資利益

⑥支払利息（△）

３．特別損益（△損失）

⑦固定資産売却益

⑧負ののれん発生益

2016/122015/12 増減額

500
4

△50
99

△181
△133

31
△11

△1
1
0

△42
△11
△28

（単位：百万円）

10,090
4,118

489
1,333

297
△21
322

△132

※主要科目を記載

４．法人税等

⑨法人税、住民税及び事業税

⑩法人税等調整額

712
752

△39

△319
△352

34

9,590
4,114

539
1,234

478
112
291

△121

41
12
28

1,031
1,104
△73
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セグメントの概況セグメントの概況
（単位：百万円、％、人）

補足資料補足資料

2015/12 2016/12

売上高 営業利益 売上高 増減率 営業利益 増減率 人員

セ
グ
メ
ン
ト
別

北米 22,464 1,841 19,518 △13.1 1,484 △19.4 427

産業資材 9,248 646 9,971 ＋7.8 34 △94.7 201

建設資材 7,523 215 7,337 △2.5 138 △36.0 98

スポーツ 2,523 390 2,091 △17.1 432 ＋10.6 21

欧州 2,012 382 3,871 ＋92.3 279 △27.0 146

ホテル事業 690 212 783 ＋13.4 291 ＋37.7 19

その他 1,181 △0 1,256 ＋6.4 21 Ḙ 23

連結 45,642 2,965 44,829 △1.8 1,988 △32.9 998

地
域
別
（
売
上
高）

日本 20,238 Ḙ 20,412 ＋0.9 Ḙ Ḙ Ḙ

米国 19,541 Ḙ 16,716 △14.5 Ḙ Ḙ Ḙ

カナダ 2,146 Ḙ 2,308 ＋7.5 Ḙ Ḙ Ḙ

欧州 877 Ḙ 2,076 ＋136.6 Ḙ Ḙ Ḙ

その他 2,838 Ḙ 3,316 ＋16.8 Ḙ Ḙ Ḙ
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現 金 及 び 預 金

受取手形・売掛金
(電子記録債権含む)

た な 卸 資 産

そ の 他

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

〔資 産 の 部〕〔資 産 の 部〕 （単位：百万円）

6,401

7,266

9,864

989

24,521

8,440

2,508

6,001

16,951

41,472

要約貸借対照表要約貸借対照表

2015/12 2016/12 増減額

485

△798

△277

129

△461

78

△343

△239

△503

△965

補足資料補足資料

 北米 ３億97百万円減

アジア ３億94百万円減

 欧州 ８百万円減

 北米 ３億1百万円減

 アジア 14百万円減

 欧州 39百万円増

・アジア
のれん１億31百万円減

・欧州
顧客関係資産１億13百万

円減

投資有価証券時価減少

１億30百万円

 関係会社株式及び出資金

減少 １億42百万円
15/12 16/12

期末レート（US$） 120.61円 116.49円

期末レート（EUR） 131.77円 122.70円

5,915 

8,065

10,142

859

24,982

8,362

2,852

6,240

17,455

42,438
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要約貸借対照表要約貸借対照表補足資料補足資料

支 払 手 形 ・ 買 掛 金

借入金（1年内長借含）

そ の 他

流 動 負 債 合 計

借 入 金

そ の 他

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

株 主 資 本 合 計

その他包括利益合計

非 支 配 株 主 持 分

純 資 産 合 計

負 債 、 純 資 産 合 計

〔負債・純資産の部〕〔負債・純資産の部〕 （単位：百万円）

2016/122015/12

6,185

4,848

1,960

12,995

5,341

3,041

8,382

21,377

18,873

1,176

45

20,095

41,472 

増減額

△446

329

△326

△443

△479

△535

△1,014

△1,458

1,320

△829

2

492

△965

 有利子負債純増額

 ８億８百万円減少

 （借入金純増減額

 １億50百万円減少）

当期純利益15億66百万

円計上

為替換算調整勘定

為替円高に伴い7億23百

万円減

自己資本比率 2.2％増加

2015年度末 46.1.％→

2016年度末 48.3％

6,632

4,519

2,287

13,438

5,820

3,576

9,397

22,835

17,552

2,006

43

19,602

42,438 
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キャッシュフロー、設備投資等キャッシュフロー、設備投資等補足資料補足資料

2015/12 2016/12 増減額

営業ＣＦ 2,653 2,640 △12

投資ＣＦ △4,491 △1,719 ＋2,772

ＦＣＦ △1,838 921 ＋2,759

財務ＣＦ 2,793 △297 △3,090

現金及び
現金同等物

5,378 5,871 ＋492

設備投資額 1,326 1,021 △304

減価償却費 781 994 ＋213

のれん償却費 38 136 ＋97

研究開発費 171 394 ＋223

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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クリヤマグループ業績見通しクリヤマグループ業績見通し

営
業
利
益

営
業
利
益

自
己
資
本
比
率

Ｒ
Ｏ
Ｅ

自
己
資
本
比
率

Ｒ
Ｏ
Ｅ

売

上

高

売

上

高

40,047 

45,642 44,829
47,000

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

14年度 15年度 16年度 17年度

（百万円）

実績

2,227

2,965

1,988 2,100

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

14年度 15年度 16年度 17年度

（百万円）

10.4 12.9
7.9 7.5

53.9
46.1 48.3 53.0

0

10

20

30

40

50

60

14年度 15年度 16年度 17年度

（%）

実績

実績

自己資本比率

ＲＯＥ

見通

実績 実績 見通

米 国 $

カ ナ ダ $

ユーロ€

中 国 元

実績 実績

実績 実績 見通

(百万円）

（百万円）

（百万円）

（％）

（％）

（百万円）

（百万円）

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 利 益

Ｒ Ｏ Ｅ

自 己 資 本 比 率

有利子負債増減額

設 備 投 資 額

2017年

見通

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（％）

ＣＦベース（百万円）

（百万円）

2014年

実績

（減少△）

2015年

実績

2016年

実績

為替

レート

（％）

40,047

2,227

2,724

1,754

10.4

53.9

893

907

47,000

2,100

2,400

1,600

7.5

53.0

1,317

2,119

106.55円

96.05円

ー

17.25円

45,642

2,965

3,443

2,449

12.9

46.1

3,159

1,326

121.03円

94.04円

133.55円

19.17円

105円

85円

115円

15円

補足資料補足資料

44,829

1,988

2,286

1,566

7.9

48.3

95

1,021

109.44円

82.63円

120.63円

16.42円
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事業セグメント別業績見通し事業セグメント別業績見通し
（単位：百万円）

（注）1. 上段は外部売上高、下段は営業利益 2. 全社費用は上記に表示しておりません。

売上高構成比

ｽﾎﾟｰﾂ
15.4％

ホテル
8.2％

2017年見通し 2017年見通し

2009年
見通

-400

0

400

800

1,200

1,600

2,000

15年度 16年度 17年度

（百万円）

実績 実績

セグメント別営業利益グラフ
（その他除く）

北米

建設

スポーツ

北 米 事 業

産業資材事業

建設資材事業

スポーツ施設
資材事業

欧州事業

ホテル事業

その他事業

連 結

2016年 実績2015年 実績 2017年 見通

見通

産業

営業利益構成比

北米
43.1％

産業
21.9％

建設
16.6％

ｽﾎﾟｰﾂ
5.0％

その他
3.2％

北米
54.7％

産業
6.3％

建設
5.3％

その他
△2.0％

欧州

欧州
8.6％ 欧州

12.1％

補足資料補足資料

22,464

1,841

9,248

646

7,523

215

2,523

390

2,012

382

690

212

1,181

△0

45,642

2,965

19,518

1,484

9,971

34

7,337

138

2,091

432

3,871

279

783

291

1,256

21

44,829

1,988

20,243

1,565

10,288

179

7,780

152

2,360

440

4,059

345

743

234

1,516

△56

47,000

2,100

ホテル

ホテル
1.6％


